
	1	 プロローグ　西山？白石？
「来月、東京で鉄鋼協会西山記念技術講座が開催される。最
近の技術の流れを勉強する絶好の機会だから参加してよ」と
若手に声をかけた。若手からは「西山記念ですか。白石記念
というのもあるそうですが、何が違うのですか？」との発言
があった。両者の違いを知らない中堅以上の人間も多く、鉄
鋼協会主催の技術講座の認知度が低いことに危機感を感じ
た。技術講座ワーキンググループ（WG）の主査として、西山、
白石両記念講座を更に活性化させたいと常日頃感じていた。
この機会に日本鉄鋼協会の会員の皆様に改めて技術講座への
理解を深めて頂きたいと考え、本記事を執筆させて頂く。

	2	 �西山記念技術講座と白石記念講座
とは？

日本鉄鋼協会には育成委員会があり、その活動の一つに技
術講座WGがある。技術講座WGの役割は、西山、白石両記
念講座の企画と運営である。育成委員会では、これ以外に、
学生向けセミナー、鉄鋼工学セミナー・専科、鉄鋼工学アド
バンストセミナーを学生、大学院生、鉄鋼技術者を対象に企
画を考え、実行している。これら育成活動は日本鉄鋼協会が
誇れる活動であると自負している。
西山、白石両記念講座の定義は以下の通りである。
「西山記念技術講座は、川崎製鉄株式会社（現JFEスチール
株式会社）から初代社長西山弥太郎氏（図1）記念のため、寄
贈された資金をもとにして運営されているものです。斯界の
権威者を講師とし、鉄鋼に関する研究・技術・設備等の最近
の進歩を主な内容として構成されています。」
白石記念講座はNKK（現JFEスチール株式会社）より同社
創立70周年に際し初代社長故白石元治郎氏（図2）記念のた

め寄贈された資金により運営されるものです。斯界の権威者
を講師とし、鉄鋼業の進歩に貢献する関連分野の各種技術に
関するものを主な内容として構成されています。」
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斯界は、「しかい」と読み、「その分野」のという意味であ
る。西山記念技術講座は鉄鋼業のコア領域、白石記念講座は
鉄鋼に関連した幅広い領域について学ぶ場であると言える。

	3	 �技術講座の歴史と�
ワーキンググループの取組み

3.1　どのような企画を実施してきたか
2015年6月末までに、西山記念技術講座は222回、白石記
念講座は66回開催された。現在、西山記念技術講座は春、秋
で2企画を東京と大阪の両方で開催している。白石記念講座
は、同じ講座を東京とそれ以外の開催地で開いた年や年2企
画を開催した年もあったが、現在は年1回の講座を東京で開
催している。
これまで開催してきた、両講座のテーマ名称と開催年度を
表1と表2に示した。西山記念技術講座については紙面の都
合で2000年度以降に開催した講座のみ記載した。それぞれ
の技術講座の性格を反映した企画が脈々と続いている。西山
記念技術講座では、ある鉄鋼技術分野（商品、プロセス）の企
画を10年程度の周期で開催している。10年間の技術の進展
を俯瞰し、次の展望を考える企画になっている。
白石記念講座の企画は多岐にわたっている。その時代の大き
な技術革新、鉄鋼を取り巻く環境変化、鉄以外の素材との競争
や共生などのテーマが取り上げられてきた。例えば1997年には

「東南アジアの発展と鉄鋼業」、2002年には「競合素材の最近の
進歩と開発動向」の講座を開催している。また、分析技術のよ
うに2004年には白石記念講座で開催し、2014年には物理解析
と計算科学の企画で西山記念技術講座で実施した分野もある。

3.2　どのように企画しているか
技術講座WGは学（大学、独立行政法人）と鉄鋼メーカか
らの委員と、日本鉄鋼協会のメンバーから構成されている。
現在、学の委員が5名、　鉄鋼会社の委員が主査も含め8名
の委員となっており、2︲3年先までの企画立案と講座運営を
行なっている。立案にあたっては、企画の担当委員がこれま
でに開催済の企画を睨みつつ、日本鉄鋼協会内外の識者から
助言をもらって開催すべき企画を絞り込んでいる。現在、日
本鉄鋼協会で活動している部会、研究会、フォーラムとの交
流も重要である。これらの活動と連携し、あるいは異分野の
キーパーソンと相談しながら、講座名、講座の狙い、講演題
目と講演者を決定している。技術講座開催時のアンケートも
企画立案のヒントになっている。
委員各位は講座終了後に報告書を作成し、ふぇらむで報
告している。全体を取りまとめる役割を担っている技術講
座WGの歴代主査の名前（敬称略）と担当時の所属を表3に
示した。平成7年以降は、両講座発足の経緯を踏まえJFEス
チールの研究者が主査を務めている。

表1　西山記念技術講座の開催年表
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	4	 最近の参加状況
4.1　参加者は減少傾向

3.2項で紹介したように、技術講座WGは日本鉄鋼協会メ
ンバーにとって魅力ある企画の立上げに取り組んでいる。講
座への参加者数だけが企画の成否を決めるものではないが、
参加人数は講座を開催した意味の一つの指標であると考えら
れる。1995年度以降の技術講座への参加者数の推移を図3に
示した。西山記念技術講座は、1999年から2001年にかけて
参加者が少なかった。また2003年度は、第179回のみの開催
のため参加者は少ない。それ以降2011年度までは、年間400

表2　白石記念講座の開催年表

表3  これまでの技術講座WG主査
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名程度の参加者があった。2012年度以降の参加者は300名を
下回っている。
白石記念講座は2006年度までは、年複数回開催した年度
もあり、多い年度で300名を超える参加者があった。年1回
の開催に移行した2007年度は「企業における技術・技能伝
承」の企画で142名の参加者があったが、それ以降は参加者
が伸びない状況が続いている。その中で、2013年度に白石記
念講座の参加者が多かったのは、後述するように定例の企画
に加え、「日本のものづくり力」の特別企画を実施したことに
よる。両講座を合わせた参加者数も1995年には700名を超え
たが、至近の3年間はその半数程度の参加者となっている。
参加者からのアンケートをみると、参加してもらえば1日
を費やすに余りある収穫があることが読み取れる。
○専門家の話が大変参考になった。
○ 技術の流れを効率よく勉強できた。テキスト、参考文献も
役に立つ。
○ 若手にとっても分かり易く話してもらった。何を勉強すべ
きかの指針が得られた。
等々、企画の狙い通りの反応が多いのは、意識の高い参加者
が多いためと考えられる。一方で、
● 講義間の連携が不足
● 時間が足りない。テキストに沿った説明が欲しい
などの改善要望もある。

4.2　参加者減少の理由は何か
日本鉄鋼協会ホームページ 1）によると、2000年の日本鉄鋼
協会会員数に比べて2015年の会員数は減ってはいるが、そ
の差は10ポイント程度である。従って技術講座の参加者数
減少は会員数の変化では説明できないと考える。参加者数減
少の理由としては、
1）企画に魅力がない。
2）開催場所・時期・時間が適切でない。
3）他の学協会で類似の講習会がある。無料のものも多い

4） 業務多忙で出席できない。上司の了解が取りにくい、あ
るいは部下に勧めても参加しない

5）鉄鋼コアや周辺技術を学ぶ意欲がない。
6） そもそも講座開催の情報が入ってこない。入りにくい。
等々の要因が考えられる。アンケートや委員による聞き取り
では、上記が複合した理由で参加者が減っているようであ
る。また、学生会員の参加費は1000円に抑えているものの、
学生の参加者も少ない。その理由は
①講座レベルが難しすぎる
②開催日には学業都合で参加できない
③東京、大阪近郊以外からの参加の場合旅費の負担が大きい
などが挙げられている。講座の他地区への配信など開催地
以外で聴講できる仕組みも模索している。しかし、特に企業
講師より情報セキュリティ上、他サイトへの配信は行って欲
しくないとの意見が多く、実現に到っていない。

	5	 新しい取組み事例と課題
4節で述べた参加状況の中で技術講座WG委員は講座設計

において様々な工夫を試みてきた。

5.1　西山－白石連携企画、異分野融合、テキストの電子化
2012年秋は西山・白石連携型の企画を実施した。第

211･212回西山では「金属の界面腐食科学技術の進歩と今後
の展望」を、第64回白石では「鋼・コンクリート構造物の腐
食・防食、劣化とセンシング技術の課題と展望」を取り上げ
た。腐食に関する基礎の進展と、構造物の腐食・防食の実際
がセットになった企画で盛り上がった。

2013年8月29日には白石記念講座特別シンポジウムとし
て「日本のものづくり力　世界屈指の企業に聞く」（図4）を

図3　西山記念技術講座と白石記念技術講座の参加者数推移

図4　 白石記念講座特別編「日本のものづくり」
（2013年 開催）のテキスト
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東京都産業技術研究所と共催で実施した。 2011年10月から
2013年3月までに、ふぇらむで連載された「日本のものづく
り力」で取り上げられた日本の個性ある企業のトップを含む
技術者を講師に招いた特別企画であった。
また、2015年11月13日には東京で、白石記念「新しい世
紀の形態計量学　－数学と鉄鋼研究のコラボレーション－」
を九州大学マス・フォアインダストリー研究所と共催で開催
する。本企画は鉄鋼協会インフォマティクス研究会とも連携
して進めている。数学者あるいは材料、医学、生物分野で「形
の数学」を駆使して研究されている講師の先生との活発な交
流に期待している。鉄鋼の技術開発、研究の新地平を見出す
ためにも本講座に多くの方に参加頂きたい。
また、貴重な技術資料である講座テキストの保存と利用の
観点からテキストの電子化の議論を行なってきた。電子図書
館としての会員による利用や鉄鋼便覧執筆やその他の鉄鋼協
会活動で活用して頂くことを考えている。2015年度から実際
の電子化に取り掛かっている。

5.2　課題認識　－交流強化と次世代の講師－
技術講座は「斯界の権威者」の講演を聴講できる機会であ
るため、講演終了後に懇親会などを実施し、講師との交流の
場が欲しいとの意見もある。しかし、講師の先生に終日参加
頂くのが難しいこと、出張での参加者の帰宅と、事務局の運
営負荷が大きくなることから実現していない。講演後の質疑
応答、ディスカッションの時間が十分に確保できていない点
も今後工夫が必要であると考えている。また、講師全員が顔
を揃えるのは講座当日になる。東西で2回開催する西山記念
技術講座では2回目により他の講義を意識した講義間のシナ
ジーが増すように思える。現時点では講師の先生たちの力量
でぶっつけ本番に臨んでいる状況である。
鉄鋼研究を主テーマとする大学や独立行政法人の研究室の
減少によって学サイドの講師を今後とも維持できていけるか
心配である。鉄鋼会社自体も講義ができるレベルの人材を育
成していかないと、国内の講師で技術講座を運営できない事
態になるかもしれない。

	6	 �今後への期待　�
－鉄鋼業の持続的発展のために－

日本鉄鋼協会のホームページには、技術講座への要望を
伝えるページがある 2）。「日本鉄鋼協会　育成委員会では、以
下のような視点で講座を開催しております。開催を希望する
テーマがあれば、下記フォーマットにてお送り下さい。テー
マ決定の参考とさせていただきます。」同サイトに奮ってご
意見をお寄せ頂きたい。
製鉄業の近代化は溶けた鉄の温度計測を可能にした量子
物理学の発展と大きく関わっている。我々、鉄鋼業に従事す
る者は、「絶え間ない鉄の挑戦」を忘れてはいけない。そのた
めには鉄鋼コアの技術はもちろん、一見無関係に見える新領
域の科学・技術の動向に常に目を向けていく必要がある。西
山・白石記念講座が活発に運営されていることが、日本の鉄
鋼業が常に世界トップの座に居続ける試金石の一つであると
考えている。
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